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地域再生甲子園実行委員会 

 
 

国際フォーラムプログラム『地域再生甲子園２０２６』を 

９月１７日（木）～１８日（金）に開催します 
～先進的な地域再生団体が大阪・梅田に集結し、『地域が稼ぐ／地域と稼ぐ』をテーマに議論～ 

 
 

阪急阪神不動産と日本政策投資銀行、日本経済新聞社大阪本社で組織する「地域再生甲子園実行委員会」で

は、政府の「地域未来戦略」に沿った国際フォーラムプログラム「地域再生甲子園２０２６」を開催します。 

 

このプログラムは、地域再生の先進的な取組を共有する場として「甲子園」の名のもとに集結し、その成果

を全国に波及させることが目的です。昨年はその第１回目として、米国の中心市街地再生支援団体「Main 

Street America(※以下、「MSA」)」を招聘し、日米の団体による地域再生手法や事例共有など、活発な議論

を展開しました。 
 

※１９４９年に米国連邦議会の承認により設立された非営利団体で、歴史的建造物や地区の保存・活用を推進する組織 

のダウンタウン再生団体 

 

地域が持続的に成長していくためには経済的基盤の構築や支援も重要です。今回は、『地域が稼ぐ／地域と

稼ぐ』をテーマに、ファイナンスをはじめとした地域と企業等が共創したプロジェクトについて議論を深め、

水平展開を図ります。ひいては本枠組みが、地域再生のプラットフォームとなっていくことも狙います。 

「地域再生甲子園２０２６」の開催概要は次のとおりです。 
 

【開催概要（予定）】 ※詳細は決まりしだい、あらためてご案内します。  

●期間・内容 ①メインプログラム 

【日時】 ９月１８日(金)９：００～１７：００  【場所】 コングレスクエア グラングリーン大阪 

広域地域に関するカンファレンスやデジタル・人材育成・ファイナンスなどのテーマに分かれ

た分科会を設けて議論します。また、参加者同士の交流を促進するインタラクティブな企画

を実施し、地域再生のプラットフォームとしての役割を加速させます。 

②サブプログラム 

【日時】 ９月１７日（木）１７：００～２０：００  【場所】 タイムアウトマーケット大阪 

昨年度の振り返りや成果共有、参加者同士のネットワーキング等を行い、２日目のメインプ

ログラムの理解促進向上も狙います。 

※詳細は公式サイト（https://l.aida-umeda.jp/e/6384）よりご確認いただけます。 

●参加申込先 https://l.aida-umeda.jp/f/6346 

          ※①は無料、②は有料（一人あたり税込４，０００円）。申込受付は７/３１(金)開始予定です。 

●主 催 地域再生甲子園実行委員会（阪急阪神不動産、日本政策投資銀行、日本経済新聞社大阪本社） 

●協 力 ローカルファースト財団、DMO 大阪梅田 

以 上 

 

【添付資料】(ご参考）「地域再生甲子園２０２５」開催概要（２０２５年９月５日～７日） 

 

 

 



 

「地域再生甲子園２０２５」開催概要（２０２５年９月５日～７日） 
 

✓ MSA や国内有識者、行政・地域、民間企業等が集い、国内外 11地域の先進事例を共有するととも

に、新たな地域再生モデルの創出や水平展開、地域連携を狙ったフォーラムが開催されました。 

✓ また「エリア MICE（※）」として本プログラムにあわせて「ランチタイム交流会」や「地域物産

展」、「エクスカーション」などの関連コンテンツイベントを展開。参加者の満足度向上とビジネ

ス交流を促進し、エリアの新たな都市魅力創出へと繋げました。 

(※)会議(Meeting）、報奨・研修旅⾏(Incentive Travel）、国際会議(Convention）、展⽰会・イベント(Exhibition/Event）の頭⽂字で、ビジ

ネスイベント全般の総称を MICE といいます。MICE を施設にとどまらず都市全体を会場とし、地域の魅力を活かすことで深い体験と広範な経

済効果をもたらす、「街全体を舞台にした MICE」の手法のことを、特に「エリア MICE」と呼びます。 

✓ アンケートの結果では参加者から高い満足度を得ており、特に紹介事例の独自性や、地域再生に向け

た活発な人的交流が行われた点が高く評価されました。また、本プログラムへの参加をきっかけにし

た、地域再生に向けた新たな取組検討も始まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ご参考 ） 

昨年（第１回目）の様子 

グローバル都市/地域再生フォーラム 日経ビジネスイノベーションフォーラム 

ランチタイム交流会 日帰りエクスカーション 


